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会議録 
会議の名称 平成27年度 第2回西東京市文化芸術振興推進委員会 
開催日時 平成27年7月28日（火曜日）午後7時から午後9時まで 
開催場所 保谷庁舎 1階会議室 
出席者 委員：赤澤委員長、有賀副委員長、岸上委員、郷地委員、中平委員、西田

委員、藤江委員、山本委員（欠席：近辻委員、安井委員） 
事務局：田中文化振興課長、林文化振興係長、工藤文化振興係主査 

議題 議題1 平成27年度第1回西東京市文化芸術振興推進委員会会議録について 
議題2 計画中期の取組実施報告（「対話による美術鑑賞」事業他）につ

いて 
議題3 平成27年度施策･事業評価（平成26年度分）について（施策番号1
から5まで）  
議題4 その他 

会議資料の

名称 
資料1 平成27年度第1回西東京市文化芸術振興推進委員会会議録 
資料2 計画中期の取組実施報告について 
別紙1 8月6日「対話による美術鑑賞」夏の体験会 ムサビ（ご案内） 
別紙2 西東京市「対話による美術鑑賞」事業に関するアンケート集計 
結果（柳沢小、上向台小） 
資料3 平成27年度施策･事業評価（平成26年度分）調査結果一覧 
（参考資料） 
・市フェイスブック掲載内容（写） 

記録方法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 
会議内容 

 
開会 
 
○委員長： 
・定足数と出席している委員を確認 
 
（配付資料について） 
○事務局： 
参考資料として、 
・市フェイスブック掲載内容（写） 
については、今回文化振興課の2つの記事を掲載したので紹介させていただいた。委員

の皆様にも是非市フェイスブックを御覧いただきたい。 
 
議題1 平成27年度第1回西東京市文化芸術振興推進委員会会議録について 
・委員各位より承認された。 
 
議題2 計画中期の取組実施報告（「対話による美術鑑賞」事業他）について 
・事務局から資料2、別紙1、別紙2に基づき説明 
 
（実施プログラム2「対話による美術鑑賞」事業の推進） 
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（市民向け「対話による美術鑑賞」体験会） 
 
○事務局： 
・8月6日に「対話による美術鑑賞」夏の体験会を武蔵野美術大学美術館で実施予定。 
 昨年度はみーるさんの家族や知人に参加していただいたが、今年度は急遽一般市民も

募集することとした（8月4日現在8人の申込あり）。 
・市民への広報としては、市ホームページ、市フェイスブックを活用し、市フェイスブ

ックの記事に対して、7月27日現在10人が「いいね！」シェア1件あり。（8月3日現在22
人が「いいね！」シェア3件 ※シェアとは、記事を見た人が自分のフェイスブックで

お知らせすることで、自分の友だちに情報を拡散すること。） 
 
○委員： 
・市フェイスブックを見ている人は？是非自分のフェイスブックでシェアをしません

か？ 
 
（市民ボランティア（アートみーる）研修） 
 
○事務局： 
・ガイダンス及び3回研修を実施し、基本研修は終了。講師によると後は練習するのみ

とのこと。 
 
（小学校における「対話による美術鑑賞」事業の実施） 
 
○事務局： 
・7月13日、15日に上向台小学校で実施。先生へのアンケート結果については、概ね事

業評価は良かった。ただし、美術館訪問については、時間･場所の問題で難しいという

声が多く、また、事業の問題･課題としては、日程調整や子どもの評価が難しいという

声が多かった。毎年全校で実施べきかという問いに対しては、各学校の事情もあるので

希望で良いのではという声もあった。 
・今年度の美術館訪問は昨年度同様1校で、保谷小学校が10月8日に練馬区立美術館に訪

問予定。当日はシスレー展が開催予定であり、その作品を使って「対話による美術鑑

賞」を実施予定。 
・シスレー展の終了後に、西東京市在住の版画家浜田浄の作品展が開催予定なので、練

馬区立美術館まで是非足を運んでいただきたい。 
 
（実施プログラム3多摩六都フェア事業の推進） 
（多摩六都フェア「映像制作（ドキュメンタリー）ワークショップ」） 
 
○事務局： 
・受講生を7月31日まで募集しており、現在17人の応募あり（8月1日現在応募者28
人）。 
 定員50人となっているので、是非委員の皆さんも周りの方にもPRしてほしい。 
・市民への広報としては、市ホームページ、市フェイスブック等を活用し、市フェイス

ブックの記事に対しては、7月27日現在13人が「いいね！」（8月3日現在15人が「いい
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ね！」シェア1件） 
（実施プログラム4文化ボランティアの育成） 
（会場係ボランティア） 
 
○事務局： 
・会場係ボランティアが、7月12日に西東京フィルハーモニーオーケストラ第20回定期

演奏会、7月26日に市民がつくる文化フェスティバルに参加。8月18日の岡本侑也チェ

ロ･コンサートは、西東京出身の若手アーティストということなので、皆で盛り上げて

いければと思っている。 
 
○委員： 
・会場係ボランティアのレセプショニスト講座は定期的に行っているのか。 
・募集は定期的に行っているのか。 
 
○事務局: 
・今回は、初期の会場係ボランティアと昨年度募集した会場係ボランティアにスキルの

差があるということで、保谷こもれびホール主催で実施していただいたが、今後も定期

的に実施していただけたらと思っている。 
・募集については、昨年度に続き今年度も9月、10月以降に募集する予定であるが、保

谷こもれびホール側の受け入れ態勢もあるので、状況を見ながら募集していきたいと思

っている。 
 
○委員： 
・西東京フィル定期コンサートに今回2人の会場係ボランティアに参加いただいたが、1
人は昨年度も参加していただいたので慣れておりとても助かった。感謝したい。 
 
（その他） 
（姉妹都市･友好都市との交流促進） 
 
○事務局： 
・7月26日に姉妹都市の下郷ふるさと祭りに職員が参加。昨年度推進委員会の勉強会で

上映した、伝統文化継承ドキュメンタリー映画「やるべぇや」の安孫子監督が活動の拠

点としている会津ジイゴ坂学舎も視察。会津ジイゴ坂学舎は、廃校活用の成功例となっ

ている。機会があったら是非姉妹都市･友好都市へも足を運んでいただきたい。 
 
議題3 平成27年度施策･事業評価（平成26年度分）について（施策番号1から5まで） 
・事務局から資料3に基づき説明 
 
○事務局： 
・平成27年度施策･事業評価（平成26年度分）調査結果が取りまとまった。昨年同様、

施策18の行政の取組（所管課作成の平成26年度主な実績、評価の理由、今後の展開）に

対して、昨年度の評価コメントを参考にしながら委員の皆様の御意見をいただきたい。

本日は、施策の通し番号1から5までの評価コメントをいただきたい。 
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（施策番号1） 
 
○委員: 
・取組内容で特筆すべきことはあるのか。「対話による美術鑑賞」事業に共同通信社の

取材が入って多くの新聞に掲載され、情報が全国に広がったことは評価すべきでは。 
 
○事務局: 
・昨年度保谷第二小学校での「対話による美術鑑賞」事業に共同通信社の取材が入り、

全国20社の新聞に記事が掲載された。また、推進する取組のホームページ等のICT活用

による情報提供（1-1-31）については、文化振興課においては、市ホームページ及び市

フェイスブックを積極的に活用し成果を挙げているところである。 
 
○委員： 
・イベント等参加者の情報を入手する状況がどのように変わっているのか。そのことに

よって、どのようなメディアを使った方がいいのか。 
 
○委員: 
・市民文化祭で効果的な広報は、一番は口コミ、二番は市報である。また、市内掲示板

は、A3サイズではなく、もっと大きいサイズのポスターを掲示できればと思っている。 
 
○委員： 
・市民文化祭の動員数は？ 
 
○委員: 
・ここ5年で来場者が18,000人から16,000人と約2,000人減っている。市民文化祭の動員

については、ソーシャルメディアとはあまり関係がないように思う。 
 
○委員： 
・保谷こもれびホールのイベントは、イベントニュースの全戸配布や館内掲示をしてい

る。全国区のアーティストの公演は、自身のホームページで情報を発信しているので、

それを見てくる客が多いと思う。保谷こもれびホールのホームページは、市民の方が多

く見ているが、紙媒体を見る市民が一番多いと思う。 
 
○委員: 
・お店のショーケースや窓に情報を掲示するのが効果的だと思う。 
 
○委員: 
・若い人向け、シニア向けなどイベントの目的・対象によって情報発信のメディア等媒

体が変わってくるのでは。そして、目的・対象によって効果的に情報を発信すべきであ

り、皆で取り組んでいくことが大切である。 
 
○委員： 
・それぞれの団体は、ミニコミ誌などを利用するなどして情報発信をしている。 
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○委員: 
・FM西東京は媒体として手応えを感じているのか。また、どのような層が聞いているの

か。 
 
○委員: 
・FM西東京では告知などを直接聞いているが、音声の効果はあると実感している。 
 
○委員: 
・大きな地震が来て街が大人しくなったように感じている。行政が様々な事業を実施

し、自己評価でAが並んでいるが、動員はどうなのかなど、数字で捉えて実感をすべき

だと思っている。 
 
（施策番号2） 
○委員： 
・小中学校の土曜解放など、ローカルなコミュニティで人を集めて手芸やお茶などを子

どもに教える懇談会（教室）が数年前にあったと思うが。 
 
○委員： 
・学校ごとに行っているものがあり、2年前まで音楽教室を春夏行った経験があり、や

ればやるだけの効果があった。 
 
○事務局: 
・運営協議会で土曜学級などを行っているが、文化庁推奨のやり方ではないと思うが。 
 
○委員: 
・これだけのことをやっているのであれば、所管課に社会教育課を入れるべきでは。 
 
○委員: 
・学校は、管理責任の問題などがあるので開放に消極的なのでは。 
 
○委員: 
・運営協議会はあるが、主催というほどのことはないのかも。 
 
○委員: 
・全項目にニーズの把握があるが、20万人のニーズを把握するのは無理で、ニーズの把

握からは「対話による美術鑑賞」事業のような特色のある事業は出てこないと思う。行

政が長期的なビジョンを持って行う事業はキラーコンテンツになるのでは。 
 
○委員： 
・市民ニーズは各団体にヒアリングをしてニーズを把握すべきである。 
 
○委員： 
・保谷こもれびホール施設の改修では、是非新しい映写機を入れていただきたい。 
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○委員: 
・西東京市民会館のあり方について検討の中で、耐震補強工事が必要なのに設計を実施

しなかったというのはどういうことか。会場を使用している側としては教えてほしい。 
 
○事務局: 
・3館合築の話があり、昨年度耐震補強工事設計は実施しなかった。耐震診断結果はす

ぐに補強すべきということになっていないが、表現を改めたい。3館合築については、

今年度中に方針を決定する予定である。 
 
○委員： 
・7月30日（木曜日）に合築複合化に向けた懇談会の第1回目が開催され、2回目、3回目

から具体的な話になるのでは。 
・懇談会の報告をどのタイミングですべきか。 
 
○委員： 
・保谷こもれびホールでも何かが落下したことがあったと思うが、そのようなことがな

いように市民会館も耐震補強をすべきでは。 
 
○事務局： 
・保谷こもれびホールでは、平成23年度にコンクリートが一部はがれ落ちたが、その後

予算をつけて改修を行っている。 
 
（施策番号3） 
○委員： 
・1-3-21「校内学芸的行事」と2「その他学芸的行事」の実施の違いは何か。 
・子どもと大人の学芸の両方の交流を考えるべきでは。 
 
○事務局： 
・校内行事と校外行事の違いだと認識している。 
・子どもと大人が交流できるように、文化庁の伝統文化親子教室でも積極的にPRしてい

る。児童館でも様々な施策を展開している。 
 
○委員： 
・小中学校の学芸会は父兄に限定しているのか。それとも誰でも見られるのか。 
 
○委員: 
・セキュリティの関係もあるので、原則は保護者であるが、地域の運協には案内を出す

ことがある。 
 
○委員: 
・学校に老人ホームの利用者を招待できるといいと思う。 
 
○委員： 
・高齢者施設とか個々では交流事業を行っている。 
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○委員： 
・どこでどんなことを行っているのかがまだ共有できていないと思う。 
 
○委員: 
・学校に不特定多数の人を集めるのは難しいが、「きらっと」などで行われる作品展な

どは誰でも見ることができる。作品展の所管課が教育指導課というのに少し違和感をじ

る。主催は学校だと思うが。（→作品展には、教育指導課から補助金等が出ているので

所管課となっている。） 
 
○委員: 
・調布保谷線開通のイベントで谷戸小のブラスバンドが出るという情報があるが、所管

の都市計画課によると学校側の意向で情報が外に出せないという。どこで何を行ってい

るのかという情報の共有が必要だと思う。 
 
○委員: 
・西東京だよりのホームページで記事を見たような気がする。 
 
（施策番号4） 
○委員: 
・1-4-13「行政による事業」の文化振興課の実績内容は、映画1本を完成させたことを

強調した方がいいと思う。受講生や来場者の人数ではないと思う。 
 
○委員: 
・実施している内容の出し方を工夫すべきだと思う。 
 
○委員: 
・きっかけづくりは、協働コミュニティ課の「ゆめこらぼ」と一緒に進めてほしい。 
・今年度各種ボランティアを募集しているが、社会福祉協議会の西東京ボランティア・

市民活動センターと協働すべきである。 
 
○委員： 
・「ひまわり」の活動にはボランティアが多く参加している。 
 
○委員: 
・団体と団体のコラボはやっていればうれしいが。 
 
○事務局： 
・市民文化祭の中で行っている。 
 
（施策番号5） 
 
○委員： 
・1-5-22「障害者が交流できるイベントや事業の実施」とあるが、高齢者もここに入れ

た方がいいと思うが。車椅子の高齢者も多いので、保谷こもれびホールは車椅子4台可
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など情報提供すべきだと思う。 
 
○委員： 
・高齢者は、施策番号2の幅広い年齢層に入るのでは。 
 
○事務局： 
・今後の施策･事業評価の流れについては、施策番号1から5までは、本日委員の皆様か

らいただいた御意見を参考に事務局で取りまとめ、8月上旬には委員の皆様にメールで

送付したい。施策番号6から18までも回答期限を決めて委員の皆様の御意見をいただき

たいと思っている。具体的なスケジュールについては、メールでお知らせする予定であ

るが、9月中にはある程度内容を固め、10月中には確定したいと思っている。 
 
議題4 その他 
○事務局： 
・次回の開催については、9月28日（月曜日）の午後7時から保谷庁舎1階会議室に決

定。 
 
以上 

 


